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PROVITとは
PROgramming VIsualization Toolの略 

任意のCソースコードを逐次実行できる 

実行過程を可視化して利用者に見せる 

オンラインで使用できる 

http://cleast.u-aizu.ac.jp/



従来の授業
板書やスライドを使った講義形式 

プログラムの流れを説明しにくい 

変数の値の移り変わりを表現しにくい 

繰り返し説明するのに向いていない



PROVITでの授業
キーボード操作でプログラムの動きを見せることが可能 

スライドから起動することが可能 

何度でも同じプログラムを動かすことができる



PROVIT利用環境
Java最新版 

インターネット環境 

ブラウザ 

Windows, Mac, Linuxそれぞれの推奨ブラウザ



PROVITの起動
http://cleast.u-aizu.ac.jp/にアクセスします

自分で書いたプログラムを 
試す時はこちらをクリック

授業のサンプルを動かす時は 
こちらをクリック

http://cleast.u-aizu.ac.jp/


オンラインサンプルの起動

クリック



このタブでプログラムを 
書いたり直したりできます

プログラムを書いたら 
このタブで実行できます

保存してあるプログラムを 
開くことができます

ここで書いたプログラムを 
保存できます



書いたプログラムが 
表示されます

変数の値の移り変わりを 
ここで確認できます

scanf()とprintf()は 
ここで入力(出力)します



ドラッグでスクロール 
できます

ドラッグで動かせます



プログラムの拡大/縮小を 
することができます

箱の拡大/縮小を 
することができます



動作を1つ戻します

動作を1つ進めます

最後まで動作を進めます

動作を最初に戻します



変数の表示



変数の型と名前と値を 
一緒に確認できます



計算やキャストが間違った 
ときにすぐに確認できます



右クリックでプログラムの 
説明が表示されます



分岐



if文

青い下線でどこを通ったか 
確認することができます



if文

右クリックでプログラムの 
説明が表示されます



if文

AND, ORの優先順位の 
違いを確認できます



switch-case文

青い下線でどこを通ったか 
確認することができます



switch-case文

右クリックでプログラムの 
説明が表示されます



switch-case文
break文の有無の違いが 
はっきりと出ます



ループ



while文, for文

マウスやキーボード操作で 
繰り返し中の変数の動きを 
見ることができます



while文, for文

右クリックで 
プログラムの説明が 
表示されます



前置と後置の違いも 
説明を表示すると見やすい



1次元配列



1次元配列

配列は最初このような 
状態で表示される



1次元配列

クリックすると別ウィンドウで 
表示される



2次元配列



2次元配列

1次元配列同様、最初は 
この状態で表示される



2次元配列

1次元配列同様、別ウィンドウで 
表形式で表示される



関数



関数

main()とは別の箱が表示される。 
関数の処理が終わると戻り値が表示される



PROVITの将来性
会津大学の「プログラミング入門」の授業で実際に使用され
ている 

現状では関連ファイルを手作業で用意する必要がある 

学習者に合わせた表現に修正していくことでよりよい学習環
境を学習者へ提供できる

http://cleast.u-aizu.ac.jp
ご意見お待ちしています

http://cleast.u-aizu.ac.jp

